
アジアの伝統芸能 第12回

日本の伝統芸能とアジア

怪談「牡丹灯籠」を例に
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古墳時代北朝 南朝 百済
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隋 587-618

唐
618-907

飛鳥時代 592-710

新羅
356-935
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平安時代
794-1185

後高句麗 後百済
五代十国 907-960

高麗
918-1270

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
鎌倉時代 1185-1333元 1271-1368 元の支配 1270-1356

明
1368-1644

高麗 1356-92

室町時代

南北朝 1336-92

李氏朝鮮
1392-1910

戦国 1493-1590

安土桃山時代 1573-1603

江戸時代
1603-1868

清
1636-1912

明治 1868-1912

中華民国 1912- 日韓併合 1910-1945 大正 1912-1926

昭和 1926-1989
中華人民共和国 1949- 北朝鮮 大韓民国

平成 1989-

東
ア
ジ
ア
の
出
版
文
化
の
発
展

中
国
の
唐
代
末
に
誕
生
し
た
出
版
文
化

は
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
へ
と
伝
播
し
、
江

戸
時
代
、
日
本
は
出
版
文
化
の
黄
金
時
代

を
迎
え
た
。



日
本
の
伝
統
芸
能
と
ア
ジ
ア

中
国
で
は
、
明
代
、
庶
民
文
学
の
出
版

が
黄
金
時
代
を
迎
え
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
文
学
作
品
は
、
江
戸
時
代
、

日
本
に
輸
入
さ
れ
、
翻
刻
さ
れ
て
広
く
読

ま
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の

発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

明
代
に
出
版
さ
れ
た
怪
異
小
説
集
『
剪

灯
新
話
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
中

に
収
め
ら
れ
た
「
牡
丹
灯
記
」
は
、
日
本

を
舞
台
と
す
る
怪
談
に
翻
案
さ
れ
、
落
語

や
歌
舞
伎
の
演
目
と
な
り
、
日
本
三
大
怪

談
の
一
つ
「
牡
丹
灯
籠
」
と
な
っ
た
。

（明）瞿佑『剪灯新話』牡丹灯記



日
本
の
三
大
怪
談
と
は
？

？



「
牡
丹
灯
籠
」

「
牡
丹
灯
籠
」
は
「
四
谷
怪
談
」
「
番

町
皿
屋
敷
」
と
と
も
に
、
日
本
の
三
大
怪

談
と
呼
ば
れ
る
。

今
回
の
授
業
で
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
怪
奇
小
説
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日

本
の
伝
統
芸
能
の
代
表
的
な
演
目
に
発
展

し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

？



歌舞伎「怪談牡丹灯籠」(大西信行脚本)



牡
丹
灯
籠
の
原
話

「
牡
丹
灯
籠
」
の
原
話
と
な
っ
た
の
は
、

明
の
瞿
佑(

一
三
四
一
～
一
四
二
七)

が
著

し
た
怪
異
小
説
集
『
剪
灯
新
話
』
＊
の
中

の
「
牡
丹
灯
記
」
。

＊
『
剪
灯
新
話
』
は
全
四
巻
、
二
十
一
編
の
短

編
怪
異
小
説
を
収
め
る
。

（明）瞿佑『剪灯新話』牡丹灯記



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

灯
籠
祭
の
夜
、
妻
を
亡
く
し
た
ば
か
り

の
一
人
の
男(
喬
生)

が
灯
籠
見
物
に
も
行

か
ず
門
の
前
に
立
っ
て
い
た
。

真
夜
中
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
一
人
の
娘
が

牡
丹
の
花
形
の
灯
籠
を
提
げ
た
侍
女
に
伴

わ
れ
、
や
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

男
は
そ
の
娘
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
、

あ
と
を
つ
け
て
い
っ
た
。
す
る
と
娘
が
突

然
振
り
向
き
「
月
明
か
り
の
下
、
あ
な
た

に
お
会
い
で
き
た
の
も
偶
然
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
ね
」
と
微
笑
ん
だ
。
男
が
家
に
誘

う
と
、
娘
は
こ
ば
む
よ
う
す
も
な
く
、
男

に
手
を
引
か
れ
、
家
の
中
に
入
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
夜
二
人
は
快
楽
の
限
り

を
つ
く
し
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

そ
れ
か
ら
娘
は
侍
女
を
伴
い
、
毎
晩
男

の
家
に
通
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
半
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
隣
家

の
老
人
が
男
の
家
か
ら
毎
夜
話
し
声
が
聞

こ
え
て
く
る
の
不
審
に
思
い
、
家
の
中
を

の
ぞ
い
て
み
た
。
す
る
と
男
が
灯
火
の
下

で
髑
髏
と
と
も
に
い
る
の
が
見
え
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

翌
朝
、
老
人
は
男
を
訪
ね
て
言
っ
た
。

「
お
前
が
一
緒
に
い
る
の
は
幽
霊
じ
ゃ
。

こ
の
ま
ま
で
は
死
ん
で
し
ま
う
ぞ
」

男
が
娘
と
の
い
き
さ
つ
を
話
す
と
、
老

人
は
「
そ
の
娘
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
所

を
訪
ね
て
み
て
は
ど
う
じ
ゃ
。
何
か
わ
か

る
は
ず
じ
ゃ
」
と
言
っ
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

そ
こ
で
男
は
娘
が
い
う
湖
の
畔
へ
行
き
、

訪
ね
歩
い
た
が
、
誰
も
知
る
人
が
い
な
い
。

日
が
暮
れ
た
の
で
近
く
に
あ
る
寺
を
訪
ね
、

境
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
廊
下
の
つ
き
あ

た
り
に
小
さ
な
部
屋
が
あ
っ
た
。
部
屋
の

中
に
は
一
つ
の
棺
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に

あ
の
牡
丹
灯
籠
が
懸
け
ら
れ
て
い
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

男
は
そ
の
夜
、
隣
の
老
人
の
家
に
泊
め

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
表
情
に
は

恐
怖
の
色
が
あ
り
あ
り
と
し
て
い
る
。
老

人
は
玄
妙
観
の
魏
法
師
に
魔
除
け
の
御
札

を
書
い
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
勧
め
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

男
は
夜
が
明
け
る
と
、
玄
妙
観
に
行
き
、

魏
法
師
に
助
け
を
求
め
た
。
法
師
は
朱
で

書
い
た
御
符
を
渡
す
と
、
一
枚
は
家
の
門

に
、
も
う
一
枚
は
寝
台
に
貼
る
よ
う
に
と

言
い
、
さ
ら
に
娘
の
棺
が
あ
る
寺
へ
は
二

度
と
行
か
ぬ
よ
う
に
と
戒
め
た
。

法
師
の
言
わ
れ
た
と
お
り
に
す
る
と
、

娘
は
来
な
く
な
っ
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

〔
梗
概
〕

し
ば
ら
く
し
て
、
男
は
友
人
の
家
で
酒

を
飲
ん
だ
帰
り
に
、
娘
の
棺
の
あ
る
寺
の

前
を
通
っ
た
。
す
る
と
門
前
に
あ
の
侍
女

が
立
っ
て
い
た
。
「
お
嬢
様
は
ず
っ
と
お

待
ち
だ
っ
た
の
で
す
よ
。
薄
情
で
す
ね
」

と
い
い
、
男
を
寺
の
中
に
引
き
入
れ
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

寺
の
中
で
は
娘
が
待
っ
て
い
た
。
娘
は

男
を
責
め
て
い
っ
た
。

「
あ
な
た
に
身
も
心
も
捧
げ
ま
し
た
の
に
、

ど
う
し
て
道
士
の
い
う
こ
と
な
ど
信
じ
て

私
と
別
れ
よ
う
と
す
る
の
で
す
」

娘
は
男
の
手
を
握
り
、
棺
へ
と
導
い
た
。

す
る
と
棺
の
蓋
が
開
き
、
娘
が
男
を
抱
い

て
中
に
入
る
と
、
蓋
は
閉
ま
り
、
男
は
棺

の
中
で
息
絶
え
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

隣
家
の
老
人
は
男
の
姿
が
見
え
な
い
の

で
、
あ
ち
こ
ち
探
し
歩
い
た
。
も
し
や
と

思
い
娘
の
棺
が
あ
る
寺
に
行
く
と
、
棺
の

中
か
ら
男
の
着
物
の
裾
が
の
ぞ
い
て
い
た
。

寺
の
僧
に
頼
ん
で
棺
を
開
け
て
も
ら
う
と
、

男
は
女
の
屍
と
抱
き
合
っ
て
死
ん
で
い
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

そ
の
後
、
闇
夜
な
ど
に
一
組
の
男
女
と

牡
丹
灯
籠
を
提
げ
た
侍
女
の
姿
が
現
れ
、

こ
れ
を
見
た
も
の
は
重
い
病
に
罹
っ
た
。

人
々
は
怖
れ
、
玄
妙
観
の
魏
法
師
に
訴

え
た
が
、
法
師
は
も
は
や
自
分
の
手
に
は

負
え
な
い
と
、
四
明
山
の
山
頂
に
い
る
鉄

冠
道
人
に
救
い
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



牡
丹
灯
籠
の
原
話

鉄
冠
道
人
は
山
を
下
り
、
明
州
の
西
門

の
外
に
壇
を
設
け
た
。
護
符
を
燃
や
す
と
、

背
丈
一
丈
も
あ
る
武
者
が
現
れ
、
男
女
と

侍
女
を
捕
ら
え
て
き
た
。
三
人
か
ら
供
述

を
と
る
と
、
武
者
に
命
じ
て
退
治
さ
せ
、

ま
た
山
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

（
明
）
瞿
佑
『
剪
灯
新
話
』
牡
丹
灯
記

早川翠石『画伝剪灯新話』国立国会図書館蔵



(朝鮮)林芑・尹春年注『剪灯新話句解』

日
本
を
舞
台
と
す
る
物
語
へ
の
翻
案

明
の
瞿
佑
が
著
し
た
『
剪
灯
新
話
』
は
、

十
五
世
紀
中
ば
に
は
朝
鮮
に
伝
わ
り
、
一

五
五
九
年
に
は
林
芑(

임
기)

と
尹
春
年

(

윤
춘
년)

が
こ
れ
に
注
釈
を
加
え
て
『
剪

灯
新
話
句
解
』
を
著
し
た
。

朝
鮮
で
出
版
さ
れ
た
『
剪
灯
新
話
句

解
』
は
や
が
て
日
本
に
も
伝
わ
り
、
多
く

の
翻
刻
本
が
作
ら
れ
た
。



浅井了意「牡丹灯籠」(『伽婢子』巻三)

日
本
を
舞
台
と
す
る
物
語
へ
の
翻
案

江
戸
時
代
の
初
め
、
浅
井
了
意
は
『
剪

灯
新
話
』
の
中
の
「
牡
丹
灯
記
」
の
舞
台

を
日
本
に
移
し
、
「
牡
丹
灯
籠
」
と
題
し

て
仮
名
草
子

『
伽
婢
子
』(

お
と
ぎ
ぼ
う

こ)

＊
に
収
め
た
。

＊
『
伽
婢
子
』
全
十
三
巻
、
一
六
六
六
年(

寛
文

六
年)

刊
。
浅
井
了
意
が
中
国
の
『
剪
灯
新

話
』
『
剪
燈
余
話
』
『
集
異
志
』
な
ど
か
ら

翻
案
し
た
短
編
怪
異
談
六
十
七
編
を
収
め
る
。



日
本
を
舞
台
と
す
る
物
語
へ
の
翻
案

浅
井
了
意
は
、
京
都
二
条
本
性
寺
の
住

職
で
、
も
と
は
武
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。

『
剪
灯
新
話
』
の
中
の
「
牡
丹
灯
記
」
の

物
語
を
、
京
都
を
舞
台
と
す
る
武
家
の
物

語
に
改
め
、
さ
ら
に
難
解
な
漢
文
を
平
易

な
仮
名
草
子
に
改
め
た
こ
と
で
、
「
牡
丹

灯
籠
」
と
い
う
日
本
怪
談
の
原
型
が
誕
生

し
た
。

登場人物 舞台 時代

鉄
冠
道
人

玄
妙
観
魏
法
師

隣
翁

金
蓮

故
奉
化
州
判
女
符
麗
卿

喬
生

明
州(

寧
波)

元
王
朝

至
正
庚
子
年(

一
三
六
〇)

剪
灯
新
話

東
寺
の
卿
公

隣
の
翁

女
の
童

二
階
堂
政
宣
息
女
彌
子

荻
原
新
之
丞

京
都

室
町
時
代

天
文
戊
申
年(

一
五
四
八)

伽
婢
子



日
本
を
舞
台
と
す
る
物
語
へ
の
翻
案

浅
井
了
意
「
牡
丹
灯
籠
」(

『
伽
婢
子
』
＊
巻
三)

‥
‥

十
五
夜
の
夜
い
た
く
ふ
け
て
、
あ
そ

び
あ
る
く
人
も
稀
に
な
り
、
物
音
も
し
ず

か
な
り
け
る
に
、
ひ
と
り
の
美
人
、
そ
の

年
廿
ば
か
り
と
み
ゆ
る
が
、
十
四
、
五
ば

か
り
の
女
の
童
に
う
つ
く
し
き
牡
丹
花
灯

籠
も
た
せ
、
さ
し
も
ゆ
る
や
か
に
打
過
る
。

芙
蓉
の
ま
な
じ
り
あ
ざ
や
か
に‥

‥

＊
『
伽
婢
子
』
全
十
三
巻
、
一
六
六
六
年(
寛
文

六
年)

刊
。
浅
井
了
意
が
中
国
の
『
剪
灯
新

話
』
『
剪
燈
余
話
』
『
集
異
志
』
な
ど
か
ら

翻
案
し
た
短
編
怪
異
談
六
十
七
編
を
収
め
る
。

浅井了意「牡丹灯籠」(『伽婢子』巻三)



日
本
を
舞
台
と
す
る
物
語
へ
の
翻
案

『
剪
灯
新
話
』
の
「
牡
丹
灯
記
」
は
、

江
戸
時
代
の
読
本
作
家
に
も
影
響
を
与
え

た
。
上
田
秋
成
は
こ
の
物
語
を
岡
山
県
吉

備
津
神
社
の
鳴
釜
神
事
と
か
ら
め
て
『
雨

月
物
語
』
＊
「
吉
備
津
の
釜
」
を
著
し
た
。

＊
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
五
巻
九
話
。
一
七

七
六
年(

安
永
五) 

年
刊
。

上田秋成「吉備津の釜」(『雨月物語』巻二)



翻
案
怪
談
か
ら
落
語
人
情
噺
へ

翻
案
怪
談
の
「
牡
丹
灯
籠
」
を
、
長
編

の
落
語
人
情
噺
に
改
編
し
た
の
が
、
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
落
語
家
・

三
遊
亭
圓
朝(
一
八
三
九
〜
一
九
〇
〇)

で

あ
る
。

そ
の
口
演
は
当
時
考
案
さ
れ
た
ば
か
り

の
日
本
語
速
記
術
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
、

一
八
八
四
年(

明
治
十
七
年)
、
三
遊
亭
圓

朝
演
述
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。

三遊亭圓朝(1839-1900)



翻
案
怪
談
か
ら
落
語
人
情
噺
へ

圓
朝
は
、
物
語
の
舞
台
を
江
戸
周
辺
に

改
め
、
主
要
な
登
場
人
物
十
八
名
か
ら
な

る
長
編
の
落
語
人
情
噺
に
改
編
し
た
。

登場人物 舞台 時代

東
寺
の
卿
公

隣
の
翁

女
の
童

二
階
堂
政
宣
息
女
彌
子

荻
原
新
之
丞

京
都

室
町
時
代

天
文
戊
申
年(

一
五
四
八)

伽
婢
子

新
幡
随
院
の
良
石(

高
僧)

白
翁
堂
勇
斎(

人
相
見)

米 露 萩
原
新
三
郎

峰(

伴
蔵
の
妻)

伴
蔵

山
本
志
丈(

幇
間
医
者)

徳(

孝
助
の
妻)

孝
助

り
え(

孝
助
の
母)

黒
川
孝
蔵(

孝
助
の
父)

国 宮
ノ
辺
源
二
郎(

国
の
情
夫)

飯
嶋
平
左
衛
門(
露
の
父)

相
川
新
五
兵
衛(

徳
の
父)

江
戸
、
栗
橋
、
宇
都
宮

江
戸
時
代

寛
保
三
年(

一
七
四
三)

～

宝
暦
十
一
年(

一
七
六
一)

怪
談
牡
丹
灯
籠



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

飯
嶋
平
左
衛
門
は
、
刀
屋
の
店
先
で
酒

乱
の
黒
川
孝
藏
に
絡
ま
れ
、
斬
り
殺
し
て

し
ま
う
。

こ
の
事
件
が
発
端
と
な
り
、
黒
川
孝
蔵

の
息
子
で
あ
り
、
後
に
平
左
衛
門
の
忠
僕

と
も
な
っ
た
孝
助
の
波
乱
に
富
ん
だ
敵
討

ち
の
話
が
始
ま
る
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

平
左
衛
門
に
斬
ら
れ
た
黒
川
孝
藏
の
息

子
・
孝
助
は
、
父
の
仇
と
も
知
ら
ず
、
飯

嶋
家
の
奉
公
人
と
な
る
。
平
左
衛
門
は
気

づ
く
が
、
黙
っ
て
孝
助
に
剣
術
を
教
え
る
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

飯
嶋
家
の
奉
公
人
と
な
っ
た
孝
助
は
、

平
左
衛
門
の
奥
方
が
亡
く
な
っ
た
後
、
妾

と
な
っ
た
お
国
が
、
隣
家
の
宮
ノ
部
源
二

郎
と
密
通
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

孝
助
は
お
国
と
密
通
を
重
ね
る
宮
ノ
部

源
二
郎
を
討
と
う
と
し
て
、
誤
っ
て
飯
嶋

平
左
衛
門
を
槍
で
突
い
て
し
ま
う
。
平
左

衛
門
は
自
分
は
孝
助
の
父
の
仇
で
あ
る
と

告
白
し
、
孝
助
を
逃
が
す
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

平
左
衛
門
は
深
手
を
負
い
な
が
ら
も
、

宮
ノ
部
源
二
郎
を
討
ち
に
行
く
が
、
逆
に

殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
源
次
郎
と
お
国
が
逃

げ
る
と
、
孝
助
は
亡
き
主
・
平
左
衛
門
の

仇
を
討
つ
た
め
二
人
の
後
を
追
う
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

孝
助
の
敵
討
ち
の
話
と
並
行
し
て
、
牡

丹
灯
籠
の
話
が
語
ら
れ
る
。

根
津(

上
野
公
園
の
西
北)

に
萩
原
新
三

郎
と
い
う
美
し
い
若
侍
が
い
た
。
新
三
郎

は
医
者
の
山
本
志
丈
の
紹
介
で
、
飯
嶋
平

左
衛
門
の
娘
・
お
露
と
出
会
い
、
互
い
に

心
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。



落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

新
三
郎
と
お
露
の
出
会
い
を
落
語
家
は

ど
の
よ
う
に
演
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

演
じ
て
い
る
の
は
、
古
今
亭
志
ん
生
。

一
八
九
〇
年(
明
治
二
十
三
年)

に
生
ま
れ
、

尋
常
小
学
校
を
中
退
後
、
奉
公
や
朝
鮮
の

印
刷
会
社
で
の
勤
務
を
経
て
、
一
九
〇
七

年(

明
治
四
十
年)

に
落
語
家
と
な
る
。

天
然
の
可
笑
し
さ
を
湛
え
た
人
柄
と
、

軽
妙
洒
脱
な
語
り
口
は
至
芸
と
称
え
ら
れ
、

一
九
五
七
～
六
三
年(

昭
和
三
十
二
～
三

十
八
年)

ま
で
落
語
協
会
会
長
を
務
め
た
。

古今亭志ん生(1890-1973)



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

萩
原
新
三
郎
は
医
者
の
山
本
志
丈
か
ら
、

お
露
が
自
分
を
想
う
あ
ま
り
亡
く
な
り
、

お
米
も
そ
の
看
病
疲
れ
で
死
ん
だ
と
聞
く
。

と
こ
ろ
が
数
日
後
、
死
ん
だ
は
ず
の
お

露
と
お
米
が
現
れ
、
新
三
郎
は
お
露
と
契

り
を
結
ぶ
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

萩
原
新
三
郎
は
人
相
見
の
白
翁
堂
勇
斎

か
ら
死
相
が
出
て
い
る
と
告
げ
ら
れ
、
お

露
が
幽
霊
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
勇
斎
の

勧
め
で
新
幡
随
院
の
良
石
和
尚
を
訪
ね
、

幽
霊
封
じ
の
御
札
と
仏
像
を
授
か
る
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

幽
霊
封
じ
の
御
札
と
仏
像
に
よ
っ
て
新

三
郎
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

お
露
と
お
米
は
、
新
三
郎
の
身
の
回
り
の

世
話
を
す
る
伴
蔵
に
、
御
札
を
は
が
し
、

仏
像
を
取
り
除
く
よ
う
頼
む
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

伴
蔵
と
妻
の
お
峰
は
、
百
両
と
引
き
換

え
に
仏
像
を
別
の
も
の
と
す
り
か
え
、
幽

霊
封
じ
の
御
札
を
は
が
す
。
お
露
と
お
米

は
新
三
郎
の
家
に
入
り
、
新
三
郎
を
取
り

殺
す
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

萩
原
新
三
郎
の
葬
儀
を
済
ま
せ
た
の
ち
、

伴
蔵
と
妻
の
お
峰
は
、
悪
事
が
露
見
す
る

の
を
恐
れ
て
、
伴
蔵
の
故
郷
・
栗
橋(

現

在
の
埼
玉
県
久
喜
市)

に
居
を
移
す
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

伴
蔵
は
百
両
を
元
手
に
商
売
を
始
め
る

が
、
や
が
て
料
理
屋
の
酌
婦
と
な
っ
て
い

た
お
国
と
関
係
を
も
つ
。
怒
っ
た
妻
の
お

峰
に
罪
を
暴
か
れ
る
の
を
恐
れ
た
伴
蔵
は
、

お
峰
を
殺
す
。(

「
栗
橋
宿
」)



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

伴
蔵
は
自
分
が
犯
し
た
悪
事
を
知
っ
た

山
本
志
丈
も
殺
す
が
、
た
ま
た
ま
通
り
か

か
っ
た
孝
助
に
捕
ら
え
ら
れ
、
捕
吏
に
引

き
渡
さ
れ
、
後
日
処
刑
さ
れ
る
。



三遊亭圓朝演述『怪談牡丹灯籠』

落
語
人
情
噺
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

孝
助
は
主
・
飯
嶋
平
左
衛
門
の
仇
で
あ

る
宮
ノ
部
源
二
郎
と
お
国
が
宇
都
宮
に
隠

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
二
人
を
殺
し
て

亡
き
主
の
仇
を
討
つ
。(

大
団
円)



落
語
か
ら
歌
舞
伎
へ

三
遊
亭
圓
朝
の
落
語
人
情
噺
「
怪
談
牡

丹
灯
籠
」
は
、
一
八
九
二
年(

明
治
二
十

五
年)

、
三
代
目
河
竹
新
七
に
よ
り
『
怪

異
談
牡
丹
灯
籠
』
の
名
で
歌
舞
伎
化
さ
れ
、

五
代
目
尾
上
菊
五
郎
を
主
演
と
し
て
歌
舞

伎
座
で
上
演
さ
れ
、
大
当
た
り
と
な
っ
た
。

近
年
で
は
劇
作
家
の
大
西
信
行(

一
九

二
九
～
二
〇
一
六
）
が
脚
本
を
書
い
た

「
怪
談
牡
丹
灯
籠
」
が
上
演
さ
れ
、
そ
の

新
た
な
演
出
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

五代目尾上菊五郎(1844-1903)



歌
舞
伎
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』

〔
梗
概
〕

お
露
と
お
米
の
幽
霊
か
ら
百
両
を
受
け

取
っ
た
伴
蔵
は
、
幽
霊
封
じ
の
御
札
を
は

が
し
に
い
く
。
お
露
と
お
米
は
新
三
郎
の

家
に
入
り
、
新
三
郎
を
取
り
殺
す
。



歌舞伎「怪談牡丹灯籠」(大西信行脚本)



ま
と
め

明
代
、
中
国
で
は
庶
民
的
な
文
学
作
品

の
出
版
が
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。

こ
れ
ら
の
文
学
作
品
は
、
江
戸
時
代
、

日
本
に
輸
入
さ
れ
、
日
本
の
伝
統
芸
能
に

新
た
な
素
材
を
提
供
し
た
。

日
本
三
大
怪
談
の
一
つ
「
牡
丹
灯
籠
」

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
怪
談
は
、
明

の
瞿
佑(

一
三
四
一
～
一
四
二
七)
が
編
ん

だ
怪
異
小
説
集
『
剪
灯
新
話
』
の
中
の

「
牡
丹
灯
記
」
を
原
話
と
す
る
。

江
戸
時
代
の
初
め
に
は
、
こ
の
物
語
の

舞
台
を
日
本
に
移
し
た
仮
名
草
子
『
伽
婢

子
』
の
「
牡
丹
灯
籠
」
が
出
版
さ
れ
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
三
遊
亭
圓
朝
が

こ
れ
を
落
語
の
長
編
人
情
噺
「
怪
談
牡
丹

灯
籠
」
に
改
編
し
、
さ
ら
に
三
代
目
河
竹

新
七
に
よ
っ
て
『
怪
異
談
牡
丹
灯
籠
』
の

名
で
歌
舞
伎
化
さ
れ
、
日
本
の
古
典
芸
能

の
代
表
的
演
目
の
一
つ
と
な
っ
た
。
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